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研究成果の概要 

2023 年度は、学術的な観点から、(1) 新たな 3DP 特異界面の発見（計画当初には想定されて

いなかった成果）、(2) 界面形成機構の解明、(3) ナノ、メソ、マクロの3スケールで導入された 3DP

特異界面の力学機能への顕著な寄与の実証、(4) これらの強化機構解明のための計算モデル構

築が急速に進展した。一部の界面に関しては、(5) 強化機構の一端を明らかにし、強化効果の最

大化に向けた界面制御を開始するに至っている。さらには、(4)の計算モデルは、強化機構解明の

用途のみならず、界面含有構造体の力学機能の高精度な予測を可能とすることから、本プロジェク

トの目標の 1 つである、異方性カスタム力学機能設計のための有用なツールとしての適用に資す

るものである。すなわち、学術的知見を蓄積すると同時に、3DP 特異界面含有構造体の産業適用

を見据えた機能設計システムの要素開発が進行している。 

さらには、2023 年度終盤には、他種材料での界面創成に関する研究項目を追加し、カスタム力

学機能制御学の適用範囲の拡大と一般化を促進するための取り組みを開始した。結果として、

2023年度は 11の項目について研究を推進した。進捗状況について自己採点を行うと、11項目中

6 項目が「計画以上の進捗」、5 項目が「計画通りの進捗」であり、計画より遅れている項目はない。

加えて、当初想定されていなかった、かつ学術的に重要な知見も多数得られている。 

学術的知見の獲得にともない、この 1 年でチーム内での連携がますます活発化し、それぞれの

研究者の強みが有機的に融合することで、研究の質、スピードともに著しく向上した。これは、Web

での運営会議と対面での研究推進会議を通じてチーム内での緊密な情報共有と連携を深めると

いった運営体制が結実したものと自負している。2024 年度以降もチーム一丸となり、3DP ナノ力学

解明に向けて邁進する。 
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